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サマー・サイエンスキャンプ2008の実施

7月30日から8月1日に、農業環境技術研究所では、
全国から8名の高等学校や高等専門学校生を受け入れ、
サマー・サイエンスキャンプを実施しました。

サイエンスキャンプは、文部科学省の「サイエンス・
パートナーシップ・プロジェクト」の一環として毎年実
施されている科学技術体験合宿プログラムです。

10回目となる今年は、二つのプログラムを実施しま
した。
Aコース：「体験してみよう！土の不思議」

私たちの生活に身近な土（土壌）を対象に取り上げ、野
外観察と室内実験を通じて、農業環境で土が果たしてい
る役割、特に土の三大機能（生産・分解（（浄化））・養水
分の保持）を理解してもらいました。プログラムでは「土
とは何か」について講義ののち、実験圃場で実際の土の
調べ方を学び、自分たちで観察や試料採取を行いました。
その後実験室で採取した試料の分析を行いました。

Bコース：「アレロパシーによる植物間相互作用を調べ
てみよう」

植物から放出される天然の生理活性物質による植物間

の相互作用をアレロパシー（他感作用）といいます。この
作用は、外来植物の分布拡大や作物の連作障害などに関
係しています。一方、アレロパシーの利用により除草剤
の使用量を減らすなど、農業にも役立つ技術開発が期待
されています。プログラムでは、アレロパシーとは何か
を学んだ上で、さまざまな植物のアレロパシー現象を観
察し、採取した植物や土の試料でアレロパシー活性の測
定を行いました。

各コースとも、最終日にはプログラムの内容をまとめ
た発表を行いました。学校も学年も違う高校生たちが協
力して、3日間のまとめを堂々と発表しました。

また、3日目の昼食時には所内の若手研究者によって、
「研究者への道」と題したキャリアガイダンスを行いまし
た。参加者から研究者をめざすにあたって不安に感じて
いることや疑問に思っていることが次々質問され、研究
者は先輩として、研究者になる道筋はいろいろあること
など、親身に答えていました。「やっぱり研究者をめざし
たい」と思えるキャンプになったのではないでしょうか。

（広報情報室　広報グループ）

今年も、「つくばちびっ子博士」として、小中学生を対
象にした公開プログラムを、7月23日、8月6日、8月20
日（いずれも水曜日）に実施しました。

昨年と同様に、7月23日は「昆虫採集教室」、8月6日、
20日は「農業環境インベントリー展示館の見学」です。
「昆虫採集教室」：昨年の反省を踏まえ、参加者を小学

校3年生以上とし、時間も長めに設定しました。研究所
構内で昆虫採集を行った後、採集した昆虫の名前の調べ
方と標本の作製方法について学びました（農環研の昆虫
の研究者が採集のコツや、標本について丁寧に指導しま

した）。
「農業環境インベントリー展示館の見学」：展示館には、

土壌モノリス標本、昆虫標本、微生物標本、肥料・培養
土の標本など、農業と環境にかかわるさまざまな標本が展
示されています。担当の研究者が、標本の作り方や標本か
らどういうことがわかるかを、分かりやすく説明しました。

参加した小中学生（合計187名）だけでなく一緒に来
られた家族の方も、標本のもつ意味や不思議に触れ、興
味深い体験になったことでしょう。

（広報情報室　広報グループ）

つくばちびっ子博士2008の開催
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